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（ｄ）andによる並列構造に注意：X and Yのように Xと Yが andで接続されているとき、X
と Yは対等の資格を持っている。
サブルール例
（ｅ）形容詞が２つ並列して名詞を修飾する場合は A1、A2 Nまたは A1 and A2 N、形容詞が
３つ並列する場合は A1、A2 and A3 Nの形式が基本になる。
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（１）Tom is hard to please.
（２）The enquries are hard to deal with.
tough移動構文の難しさは、補文の目的語が主節主語の位置に繰り上げられることによって、
補文の主語・目的語が見えにくくなっている点にある。（２）のように補文の動詞が句動詞にな
るとさらに難しさが増すようである。実際、学生は（１）の please の主語を Tomであると解釈
する傾向にあった。学生になじんだ構造を持つ I want to please you. という文からの類推からと
思われる。
（３）To please Tom is hard.
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